
恩

勢

い

づ

れ

か
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作創

恩雄一員
い
つ
れ

か

此
均
一
筋
を
故
血
中
・
一
丸
野
口
知
川
孝
君
の
某
前
に
供
ふ

京岡

目高

古E

妙、

日
清
戦
争
が
す
ん
で
、
ま
だ
幾
年
ち
純
だ
ね
、
或
年
の
春
で
あ
っ
た
。
京
都
の
町
々
は
、
ま
に
、
緩
た
b
と
し
た
大

宮
人
気
勢
が
、
充
分
に
残
っ
て
ゐ

τ、
美
し
く
着
飾
っ
た
若

3
女
性
等
が
、
祇
岡
、
清
水
、
既
峨
、
小
室
等
の
花
見
蹄

し
と

b
に
、
捜
か

5
し
て
、
ぞ
刊
、
ろ
歩
主
す
る
優
や
か
な
委
を
、
到
る
所
に
観
る
の
で
あ
っ
た
。

花
見
が
終
る
之
、
今
ま
で
、
多
〈
、
人
に
知
ら
れ
℃
ゐ
な
か
っ
た
阿
捕
陀
ヶ
峰
の
、
豊
太
閣
の
墓
が
、
白
御
影
で
、

新
し
く
、
大
き
く
、
麗
し
く
建
て
ら
れ
て
、
そ
れ
が
落
成
す
る
と
、
三
百
年
祭
が
、
豊
岡
祭
b
と
し
て
、
非
常
な
賑
い

で
執
行
せ
ら
れ
た
。

幾
日
も
、
夜
も
書
も
、
浦
都
偲
装
委
で
踊
b
狂
っ
た
。
警
察
の
取
締
b
も
、
わ
ぎ
J

』
、
蹴
る
、
寛
大
に
さ
れ
て
ゐ
た
。

男
が
女
の
衣
装
を
つ
り
て
、
顔
を
白
く
塗
b
、
女
が
男
の
衣
装
を
つ
り
て
、
化
け
て
ゐ
る
の
が
多
か
っ
た
。



一、

一一、

頃
は
天
文
五
年
の
春
よ

末
は
天
下
を
握
れ
る
始
め

元
H
生
れ
の
人
は
誰
れ

草
履
つ
か
み
し
人
は
誰
れ

警
固
さ
ん

y
－
ゑ
ら
い
御
威
徳

曲
一
日
岡
さ
ん
ど
え
ら
い
御
威
徳

一一、

四

攻四
め困
て九
扉5外｜
か／］、

す田
入原
はカ、
誰げ
れて

吉
野
醍
醐
の
花
を
も
眺
め

謡
曲
作
り
し
人
は
誰
れ

豊
岡
ち
ん
ど
え
ら
い
御
威
徳

曲
一
眠
岡
さ
ん
ど
え
ら
い
御
威
徳

乙
れ
は
、
漸
く
記
憶
に
残
っ
て
ゐ
る
。
官
時
の
踊
ち
歌
の
断
片
で
あ
る
。

一一

糸
月
少
龍
は
‘
市
外
松
ケ
枝
に
在
っ
た
悌
敬
小
血
中
林
そ
卒
業
し
て
、
四
候
堀
川
の
中
皐
林
に
入
事
し
た
計
b
で
あ
っ

た
。
此
の
皐
枝
の
生
徒
の
大
部
分
も
夜
は
、
そ
れ
ん
＼
に
偶
装
し
て
踊
b
に
加
っ
た
。
随
分
奇
抜
な
装
を
航
し
た
者
も
ゐ

っ
た
。平

素
頗
る
物
騒
な
様
な
顔
を
し
て
お
た
津
村
某
は
．
能
く
似
合
う
定
九
郎
に
成
っ
て
、
腰
に
刀
を
差
し
て
出
た
。
九

恩

智

い

づ

れ

か

一
三
七



思

雌

冒

い

づ

れ

か

一
三
八

州
男
子
の
巌
永
某
は
、
炭
俵
の
一
方
そ
披
げ
て
、
其
の
ま
、
、
笠
に
被
っ
て
踊
っ
て
出
先
。
偶
々
五
怖
の
橋
の
上
か
ら
、

祇
闘
の
塾
妓
等
の
大
群
が
、
緋
縮
緬
の
着
物
に
、
花
笠
を
被
っ
て
、
踊
っ
て
遺
っ
て
来
た
の
を
観
て
、
跳
ぴ
込
ん
で
一

所
に
踊
っ
て
わ
た
が
、
忽
ち
幾
人
も
の
聾
者
等
の
顔
や
手
に
、
怪
我
き
し
た
の
で
、
彼
等
が
、
悲
鳴
を
揚
げ
て
逃
げ
惑

ふ
の
を
、
彼
は
痛
快
が
っ
て
喜
ん
で
わ
た
。
が
、
遂
に
巡
査
に
且
つ
付
ら
れ
て
、
五
傾
警
察
署
に
引
か
れ
た
。
そ
れ
で

も
小
言
を
謂
は
れ
た
い
、
け
で
隠
っ
て
来
た
。

糸
月
も
、

あ
串
つ
操
b
人
形
が
道
禦
で
、
中
に
も
太
閤
記
十
段
目
の
久
吉
遣
い
が
得
手
で
、
其
の
久
士
口
に
な
る
人
形
や
、
そ
の
衣
装
が
、

ふ
だ
ん
、
彼
の
家
の
、
古
い
黒
光
b
の
す
る
薩
摩
杉
の
着
物
画
に
、
彼
等
の
咲
い
lrtお
ず
と
共
に
、
だ
み
こ
み
に
入
れ

幼
少
の
頃
か
ら
、

非
常
な
太
閤
最
負
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
彼
の
父
親
が
水
呑
み
百
姓
で
あ
b
な
が
ら
、

ら
れ
て
ゐ
た
の
が
、
幼
時
よ
b
彼
が
、
秀
吉
崇
祥
の
主
な
る
原
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る
ら
し
い
口

彼
は
、
心
か
ら
、
此
の
祭
典
を
喜
ん
だ
。
何
だ
か
、
肩
味
が
庚
い
様
に
戚
じ
た
。
然
し
、
新
入
生
で
、
臆
病
者
で
、

因
循
な
性
質
の
彼
は
、
心
中
に
は
、
自
分
も
耐
ら
ね
程
、
暇
装
踊
b
に
加
っ
て
見
度
く
て
、
そ
れ
で
わ
て
、
遺
る
勇
気

を
出
す
こ
ま
が
出
来
な
か
っ
た
。

然
し
、
彼
は
、
豊
岡
祭
よ
L

リ
も
、

一
層
大
事
に
考
へ
て
ゐ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
彼
の
皐
校
の
す
ヤ
近
所
の

或
本
山
に
昔
か
ら
古
く
安
置
せ
ら
れ

τゐ
る
由
緒
深

3
彼
の
立
像
稗
迦
キ
厄
知
来
の
教
像
の
ニ
と
で
あ
っ
た
。



彼
は
、
小
信
の
時
か
ら
、
単
純
に
、
備
敬
の
本
隼
は
、
殊
に
法
華
経
の
宗
旨
の
本
牲
は
、
現
論
を
弄
す
る
迄
も
な
く
、

此
の
立
像
め
四
件
迦
牟
尼
如
来
に
決
ま
っ
て
ゐ
る
ご
、
誰
れ
に
教
へ
ら
れ
た
三
無
く
、
堅
〈
／
＼
信
じ
て
ゐ
た
。
そ
う
し

い
つ
も
此
の
隼
像
の
働
形
木
が
有
難
γ

ぞ
う
仁
貼
り
つ
け
ら
れ
て
ゐ
た
。

て
彼
の
机
の
向
ふ
の
壁
に
は
、

彼
は
い
つ
も
、
備
敬
の
本
章
の
不
統
一
を
痛
切
に
慨
い
て
わ
た
。
そ
れ
で
、
彼
が
、
此
事
林
に
来
て
、
第
一
に
喜
ん

だ
の
は
、
此
の
大
息
数
主
の
勘
請
せ
ら
れ
て
あ
る
、
異
「
傍
に
来
た
乙
と
で
あ
っ
た
。
彼
は
皐
林
に
来
る
止
、
第
一
仁
、

此
の
立
像
蒋
掌
に
参
拝
し
た
。
大
概
の
日
、
皐
課
が
す
ん
で
、
夕
方
の
散
歩
時
聞
が
来
る
と
、
決
っ
て
此
の
御
堂
に
奉

っ
て
、
二
時
間
計
ち
は
必
や
讃
経
し
た
o
彼
は
緯
隼
に
到
し
て
、
生
主
党
人
間
に
謂
ふ
様
に
訴
へ
た
。

ア
ナ
タ
は
唯
一
人
の
偶
数
の
御
本
隼
で
あ
ら
せ
ら
る
、
。
悌

あ
り
さ
ま

教
が
、
幾
ら
、
乱
雑
を
極
む
る
に
し
て
も
、
鈴
b
に
甚
し
い
今
の
肢
態
で
あ
る
。
此
の
御
堂
は
、
殆
ん
ど
。
蜘
妹
が

『
ア
ナ
タ
は
、
唯
一
人
の
救
済
主
で
あ
ら
せ
ら
る
、
。

巣
そ
張
ら

A
ば
か
b
の
御
山
肌
態
、
そ
れ
に
何
ぞ
や
、
隣
り
の
本
願
寺
の
阿
捕
陀
如
来
は
。
樺
敬
方
便
の
備
で
あ
る
こ

H
々
の
ゐ
の
群
盛
、
此
の
方
は
真
偽
、
本
悌
で
あ
る
の
に
、
知
何
に
宗
徒
、
が
、
無
恥
怠
慢

あ
ん
ど
ん

で
あ
る
と
は
い
で
此
れ
は
え
飴
b
に
畏
れ
多
い
、
申
誇
け
の
な
い
、
残
念
な
こ
と
で
ゐ
り
ま
す
。
無
智
闇
鈍
の
私
、

と
に
間
違
は
無
い
の
に
、

鰹
質
虚
弱
の
私
で
あ
ム
リ
ま
す
が
、
将
来
命
に
掛
け
て
も
、

ア
ナ
タ
を
異
質
世
に
輝
か
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
ひ
ま
す
。

主
師
親
三
徳
の
ア
ナ
夕
、
何
卒
私
の
雅
少
な
る
闘
を
、
不
思
と
思
召
せ
。
』

思

笹

い

づ

れ

か

一
三
九



問

山

讐

い

づ

れ

か

一
四

O

彼
の
譲
粧
後
の
、
閤
の
中
の
涙
乍
ら
の
熱
願
は
、

乙
れ
で
あ
っ
た
。
彼
は
豊
園
祭
が
、
何
時
の
間
に
終
っ
た
か
も
知

ら
な
か
っ
た
。

糸
月
が
、
立
像
韓
牲
に
参
拝
し
て
ゐ
た
頃
．
す
ぐ
横
手
に
私
る
本
願
寺
の
黒
い
狭
い
一
長
門
か
ら
、
ま
だ
肩
上
げ
委
の
、

な

り

む

ん

り

寺

山
碩
つ
ご
し
た
装
を
し
た
娘
が
、
よ
く
伸
に
乗
っ
て
出
る
の
を
糸
月
は
翻
て
ゐ
た
。
そ
う
し
て
、
世
に
は
美
人
も
あ
る
も

の
か
な
ぜ
」
思
ム
て
ゐ
た
。
今
は
無
き
人
の
数
に
入
っ
て
、
無
憂
華
の
主
人
公
と
な
っ
て
惜
し
ま
れ
て
ゐ
る
偏
人
武
子
夫

人
が
、
そ
れ
で
あ
っ
た
。

彼
の
皐
校
の
生
徒
は
、
僅
々
八
十
人
足
ら
や
で
あ
っ
た
。
彼
と
同
時
に
松
ケ
枝
小
皐
林
か
ら
入
っ
て
来
た
者
は
、
彼

の
外
に
三
人
で
あ
っ
た
。

そ
の
中
の
志
摩
智
朗
は
、
頗
る
瓢
逸
で
、
仙
人
の
様
な
顔
を
し
て
、
可
な
b
奇
行
に
富
ん
で
ゐ
た
。
が
内
貫
は
頗
る
怜

例
で
、
中
々
注
意
深
い
縦
密
な
心
を
持
っ
て
わ
た
。
他
に
劃
す
る
思
ひ
遺
・
9
も
深
か
っ
た
。
彼
が
念
に
出
家
し
た
原
因

に
は
頗
る
哀
れ
な
物
語
り
を
有
し
て
ゐ
る
。
糸
月
と
志
摩
は
周
年
で
、
除
程
深
〈
交
っ
て
ゐ
た
。

野
中
智
康
は
徳
島
の
出
身
で
あ
っ
た
。
非
常
な
勉
強
家
で
、
中
々
良
い
頭
を
持
つ
℃
ゐ
た
。
毎
日
皐
課
が
す
む
と
、

さ
め

五
僚
醍
ケ
井
の
有
名
な
漢
皐
岩
山
本
市
先
生
に
、
四
書
の
講
義
を
受
付
て
わ
た
。
そ
う
し
て
、
夜
は
又
三
保
寺
町
の
基



替
敬
青
年
脅
の
夜
皐
校
へ
行
っ
て
直
接
西
洋
人
か
ら
英
語
を
教
は
っ
て
ゐ
た
。

野
中
は
、
糸
月
よ
り
二
つ
年
少
で
あ
っ
た
。
二
人
は
兄
弟
の
如
〈
心
か
ら
互
に
敬
愛
し
て
む
た
。
然
し
糸
月
は
、
野

中
が
飴
b
に
激
し
い
勉
強
含
す
る
の
で
、
健
康
を
案
じ
て
、
幾
度
ご
無
く
警
告
し
て
ゐ
た
。
そ
れ
で
日
曜
が
来
る
と
態

Z
誘
ひ
出
し
て
散
歩
に
出
か
げ
た
b
し
て
ゐ
た
。

今
一
人
は
吉
岡
国
異
で
、
巌
村
皐
林
長
の
弟
子
で
あ
っ
た
。
師
匠
が
大
本
山
の
貫
首
で
、
六
牙
潮
師
以
来
の
王
義
之

の
名
筆
で
あ
る

rり
、
吉
岡
も
若
年
で
あ
b
な
が
ら
、
中
々
好
い
筆
肢
を
持
っ
て
ゐ
花
。
尼
借
の
如
〈
大
人
し
く
て
、

そ
れ
で
ゐ
て
俊
敏
で
あ
っ
た
。
相
撲
が
強
く
て
、
糸
月
等
は
直
「
に
倒
さ
れ
た
。
野
中
と
吉
岡
は
同
年
で
、
よ
く
気
が

ゐ
っ
て
ゐ
た
。

四

糸
月
等
四
人
と
同
時
に
、
他
の
所
々
の
小
皐
林
か
ら
、
此
の
中
曲
学
林
に
進
級
し
て
来
た
者
は
二
十
幾
人
で
あ
っ
た
。

そ
の
中
に
は
赤
木
秀
典
、
大
村
観
長
、
北
峰
大
旭
等
の
、
中
々
の
出
来
物
も
雑
っ
て
ゐ
史
、

入
畢
試
験
が
行
は
れ
た
時
に
、
先
づ
働
組
干
の
試
験
が
課
せ
ら
れ
た
。
績
い
て
同
月
に
普
通
事
の
試
験
も
行
は
れ
た
。

が
、
松
ケ
枝
小
串
林
か
ら
来
た
糸
月
等
四
人
に
封
し
て
は
、
皐
力
が
明
瞭
だ
か
ら
ご
あ
っ
て
、
免
除
せ
ら
れ
た
ま
、
に

梼
ん
だ
。
ぞ
れ
は
此
の
皐
林
の
敢
頭
で
事
貨
は
林
長
で
あ
る
M
m
w信
正
が
、
松
ケ
枝
小
皐
林
の
林
長
を
も
粂
ね
て
ゐ
党

思
雌
普
い
づ
れ
か

四



思
雌
習
い
づ
れ
か

四

か
ら
で
あ
っ
た
。
無
論
こ
の
林
長
も
名
義
芦
け
で
、
事
貨
は
矢
張
b
、
数
頭
名
義
の
芝
海
瑞
義
師
が
線
て
の
事
務
を
遺

っ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
力
。

笠
満
信
正
は
、
高
潔
の
人
格
の
所
有
者
で
、
純
粋
の
皐
者
肌
で
、
世
事
に
は
全
然
無
頓
着
の
人
で
あ
っ
た
。
専
心
備

串
の
致
授
と
研
究
と
を
、
自
己
の
使
命
と
魁
ふ
て
お
ら
る
、
様
で
ゐ
っ
た
。
此
の
入
事
試
験
も
賞
際
は
、
誰
れ
が
斯
く

き
し
た
の
か
は
剣
ら
な
同
が
、
笠
満
敢
．
顕
は
異
質
此
れ
で
善
い
と
信
じ
切
っ
て
お
ら
れ
究
の
で
あ
っ
た
ろ
’
フ
と
思
は
れ

る。

nv
そ

糸
月
は
心
中
潜
か
に
「
こ
れ
で
善
い
も
の
打
ろ
う
か
」

Z
何
ま
な
く
不
安
に
思
ふ
た
。

翌
日
入
皐
試
験
の
結
果
が
講
堂
に
張
b
だ
さ
れ
た
。
そ
う
し
て
此
れ
が
又
太
い
に
糸
川
等

μ
も
意
外
で
あ
っ
た
。
糸

月
等
松
ケ
技
出
身
の
四
人
は
皆
二
年
級
民
、
他
の
二
十
幾
人
は
皆
一
年
級
に
編
入
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
た
。

糸
月
は
胸
が
ド
キ
／
＼
し
た
。
野
中
も
、
志
摩
も
、
吉
岡
も
、
同
じ
く
皆
眼
を
見
張
っ
た
。

一
年
級
に
編
入
さ
れ
た

多
数
も
、
上
級
生
も
、
悉
く
何
物
か
を
戚
じ
た
ら
し
か
っ
た
。

豊
岡
祭
・
9
の
騒
ぎ
の
聞
は
無
事
で
あ
っ
た
。
怜
倒
な
志
摩
は
考
へ
た
と
見
え
て
、

四
、
五
日
す
る
芝
、
三
人
民
断
は
り

も
せ
ず
に
、
瓢
然
と
し
て
何
所
か
に
行
っ
て
終
っ
た
。
貨
は
岡
山
の
小
皐
林
に
入
っ
て
悌
串
の
研
究
を
し
て
ゐ
た
の
で

あ
っ
た
。
彼
が
中
華
林
を
逃
げ
出
た
の
は
、

一
つ
は
英
語
，
か
非
常
に
嫌
い
で
ゐ
っ
た
錦
か
と
も
思
は
れ
る
、



寄
宿
合
の
部
屋
々
。
に
、
寄
b
／
＼
上
級
生
の
密
議
が
行
は
れ
た
。

一
年
級
の
赤
木
ま
で
が
、
此
れ
に
加
は
っ
て
忙

し
〈
奔
走
す
る
ら
し
い
模
様
が
見
へ
た
。

鈍
戚
の
糸
月
は
、
そ
れ
が
、
何
事
で
あ
る
か
を
、
知
る
ぺ
〈
し
て
知
ら
な
か
っ
た
。
川
司
教
が
経
つ
に
従
っ
て
、
岡
部

屋
の
上
絞
生
ま
で
が
糸
月
に
到
し
て
折
々
不
可
解
の
表
情
を
す
る
こ
と
が
多
〈
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
糸
月
は
、
白
升
等

が
問
題
に
奉
っ
て
ゐ
る
ご
云
ふ
乙
と
に
気
が
附
か
な
か
っ
た
。

不
立
に
生
徒
は
同
盟
休
校
を
宣
言
し
た
o
上
級
生
等
、
が
委
員
ケ
設
げ
て
、
は
げ
し
く
、
数
師
説
幹
部
に
接
衝
を
重
ね

て
ゐ
る
ら
し
か
っ
た
。

す．へ

糸
丹
は
、
た
い
よ
位
一
一
然
ご
し

τ錦
す
業
を
知
ら
な
か
っ
た
。
吉
岡
も
野
中
も
只
困
っ
た
顔
を
し
て
ゐ
た
。
三
人
が
相
談

も
し
て
見
た
が
、
何
の
智
慧
も
出
な
か
っ
た
。

其
の
時
、
計
ら
ず
も
、
越
前
の
糸
月
の
師
匠
か
ら
電
報
が
入
っ
て
来
た
。

『
大
病
至
念
掠
れ
』
の
短
文
で
あ
っ
た
。

糸
月
の
岡
部
屋
の
上
級
生
等
は
、
ぞ
れ
が
、
糸
月
の
師
匠
が
、
早
く
事
件
を
知
っ
て
、
糸
月
を
救
ふ
矯
め
の
作
h
事
と

思
ふ
た
ら
し
か
っ
た
。

然
し
糸
月
は
驚
い
て
、
大
念
ぎ
に
蹄
闘
し
た
。
米
原
鐸
で
北
陸
線
に
乗
b
挽
へ
る
時
、
僅
か
の
時
聞
を
利
用
し
て
‘

小
い
町
を
尋
ね
て
、
夏
密
柑
を
幾
っ
か
民
っ
て
来
た
o
そ
れ
は
師
匠
は
大
熱
で
拝
ん
で
ゐ
る
と
思
ム
だ
か
ら
で
あ
っ
た
。

思

讐

い

づ

れ

か

[1.LJ 



感
慨
ω

い

づ

れ

か

一
四
凶

糸
月
の
附
匠
の
病
気
は
異
質
で
あ
っ
た
。

間
曲
者
も
棺
家
の
大
部
分
も
、

入
、
九
分
ま
で
駄
目
と
見
込
を
つ
り
で
ゐ

た
。
糸
月
は
悲
し
か
っ
た
っ
然
し
気
を
取
h
直
し
て
、
法
弟
等
と
共
に
命
が
け
に
宥
護
し
た
。
四
十
日
計
b
し
て
最
早

安
心
の
域
仁
達
し
た
。
彼
は
深
い
心
で
仰
天
に
戚
謝
し
た
。

皐
林
の
生
徒
か
ら
四
方
に
礎
し
た
激
丈
は
、
幾
度
三
無
く
糸
月
の
川
医
の
寺
に
も
配
達
せ
ら
れ
た
。
然
し
糸
月
は
請

日
ま

む
際
も
考
ゆ
る
阪
も
無
か
っ
た
υ

叉
笠
際
の
ず
』
乙
ろ
、
自
己
の
所
属
の
級
の
上
下
な
ど
は
、
本
主
然
眼
中
に
於
て
ゐ
な
か

っ
た
。
そ
れ
故
無
論
師
匠
に
も
何
事
も
背
げ
無
っ
た
。

王

ふ
ん
に
弔
う

暑
中
休
暇
が
す
ん
で
、
暫
く
す
る
と
、
皐
林
か
ら
、
紛
掩
解
決
の
報

t
開
校
の
通
知
が
点
、
た
。
糸
月
は
、
師
匠
の
許

し
を
得
て
再
び
久
し
ぶ
り
に
皐
林
に
蹄
っ
た
。
林
長
も
、
教
頭
も
、
話
教
授
も
、
品
川
口
涌
一
車
教
仰
の
外
は
、
令
部
顔
が
鑓

っ
て
居
た
。

同
時
に
、
笠
満
前
教
頭
は
上
京
し
て
東
京
大
串
林
教
頭
に
就
任
し
た
。
斯
の
人
が
、
や
が
て
宗
門
皐
府
の
最
高
樺
戚

者
に
な
る
様
に
な
っ
た
地
盤
は
、
此
の
時
に
出
来
た
の
で
あ
っ
た
。

野
中
も
吉
岡
も
蹄
校
し
て
居
先
。
糸
月
は
お
め

f
l此
の
串
林
に
蹄
っ
て
来
た
こ
と
が
、
如
何
に
も
前
事
長
数
頭
等

に
済
ま
ぬ
気
が
し
た
。
吉
岡
も
野
中
も
出
来
れ
ば
他
L

柿
将
校
し
皮
い
立
志
を
漏
し
て
屑
た
o
然
し
糸
月
は
野
中
を
な
充



め
て
、
此
れ
を
思
止
ま
る
よ
う
に
し
た
。

糸
月
と
野
中
と
は
、
他
の
串
生
に
封
す
る
遠
慮
か
ら
、
寄
宿
舎
を
引
き
梯
っ
て
．
吉
岡
の
居
る
本
山
奥
座
敷
裏
の
庇

部
屋
に
移
つ

τ、
其
所
か
ら
通
う
や
う
に
し
た
。

一
月
像
、
0
．
が
過
ぎ
た
。
糸
月
は
漸
〈
皐
科
に
到
す
る
興
味
を
戚
じ
て
来
た
。
然
し
他
の
皐
生
と
彼
等
と
の
聞
は
、
、
何

と
な
く
隔
り
が
見
え
て
居
た
。
糸
月
に
封
し
て
同
郷
の
上
級
生
ま
で
が
、
段
々
彼
を
避
け
る
様
な
傾
向
が
見
え
た
。

都
の
朝
の
串
林
の
庭
に
、
和
I
白
〈
薄
霜
が
降
b
、
高
尾
、
嵐
山
等
の
楓
が
、
濃
く
色
づ
く
頃
に
な
っ
た
。
晩
秋
の

鮭
巌
な
る
自
然
仁
、
特
に
戚
激
を
持
つ
糸
月
は
、
天
空
宇
砕
を
美
し
き
紅
に
、
四
方
の
峰
々
を
薄
紫
に
染
め
て
、
し
づ

み

ね

か

ん

げ

脅

か
に
愛
宕
の
嶺
に
沈
む
夕
陽
ぜ
誓
へ
難
き
戚
情
を
以
て
拝
み
な
が
ら
、
漸
く
同
窓
と
の
聞
に
深
め
ら
る
、
間
隙
を
心
配

し
出
し
た
o

或
目
、
個
人
と
し
て
は
糸
月
三
親
交
あ
る
上
級
生
の
一
、
二
人
が
、
彼
を
寄
宿
合
の
部
屋
に
招
ん
で
忠
骨
し
て
く
れ

「
君
達
三
人
は
来
年
の
三
月
ま
で
休
皐
し
た
方
が
善
い
だ
ろ
う
。
君
達
が
、
此
の
ま
、
二
年
級
に
止
っ

て
居
る
以
上
、
金
型
生
の
戚
情
は
解
り
ぬ
吉
見
ね
ば
な
ら
ね
o
そ
う
し
て
君
遣
は
排
斥
を
交
付
て
到
底
印
刷
献
ま
れ
ね
ニ

宮
山

τヲ
こ
ラ

と
に
な
る
充
ろ
う
。
君
遣
は
一
年
少
品
同
伴
し
て
肘
る
の
、
だ
か
ら
．
乙
、
僅
か
四
、
五
ヶ
月
休
む
だ
り
の
事
で
は
あ
る
し
、

た
。
そ
れ
は
、

結
局
そ
れ
が
君
達

ω幸
一
服
ご
な
る
だ
ら
う
』

t
謂
ふ
の
で
あ
る
。

恩

噛

習

い

イ

れ

か

一
四
五



恩

岨

青

い

づ

れ

か

一
四
六

事
の
営
否
は
別
ご
し
て
、
糸
月
等
は
此
の
皐
校
に
居
る
限
り
、
脆
〈
ち
斯
く
す
る
よ
ち
外
に
路
は
無
か
っ
た
。

殊
に
糸
月
も
‘
野
中
も
、
此
の
宗
闘
に
属
す
る
か
ら
、
此
の
皐
校
に
入
つ
て
は
居
る
も
の
L
、
心
は
寧
ろ
曲
学
校
外
に

在
っ
て
、
凡
そ
有
盆
な
公
開
講
演
が
ゐ
れ
ば
、
智
恩
院
で
も
．
本
願
寺
で
も
、
同
志
一
枇
で
も
、
東
寺
で
も
、
何
慮
に
で

も
行
っ
て
異
創
に
聴
い
て
居
先
日
時
に
は
再
び
一
生
に
得
難
き
、
非
常
な
る
有
益
な
教
訓
を
獲
た
乙
と
も
あ
っ
た
。
そ

れ
で
、
此
の
串
校
を
休
ん
で
一
年
卒
業
が
遅
る
、
位
は
、
全
然
問
題
Z
し
て
居
な
か
っ
た
。

吉
岡
も
、
師
匠
が
隣
り
の
本
山
の
貫
首
で
ゐ
る
以
上
、
卒
業
し
て
も
、

E
う
せ
此
所
に
居
る
の
だ
か
ら
Z
云
ム
の
で
、

乙
れ
叉
格
別
問
題
Z
し
て
居
な
か
っ
た
。

三
人
は
協
議
の
結
呆
、
す
ヤ
に
明
日
か
ら
休
皐
す
る
乙
と
に
申
令
し
た
。
そ
う
し
て
糸
月
も
、
野
中
も
、
師
匠
の
許

に
踊
る
之
さ
に
決
め
た
。

糸
月
は
勘
也
引
回
し
て
く
れ
た
上
級
生
の
友
人
に
、
早
速
此
の
事
を
告
げ
て
挨
拶
に
代
へ
た
。

畢
林
の
上
級
生
等
は
、
此
の
事
を
珠
期
し
て
居
た
の
で
あ
っ
た
ろ
う
o
早
速
曾
議
を
聞
い
て
談
を
決
め
、
先
の
上
級

生
の
友
人
を
以
て
糸
月
等
に
申
込
ん
だ
。
そ
れ
は
『
皐
友
の
全
部
は
、
君
等
三
人
の
立
場
に
同
情
を
持
っ
て
居
る
。
然

し
君
建
は
休
撃
し
て
蹄
る
に
し
て
も
、
此
の
昔
、
休
血
干
し
て
来
年
四
月
再
び
整
枕
し
て
来
先
場
合
、
叉
互
に
不
快
な
戚

情
を
以
て
遇
は
ね
ば
な
ら
向
。
そ
れ
は
双
方
の
不
利

rか
ら
、

一
一
暦
今
度
和
睦
を
し
て
、
来
春
喜
び
の
顔
を
以
て
再
び



泡
は
う
で
は
無
い
か
。
ぞ
う
す
る
に
は
明
朝
君
遣
が
鶴
岡
す
る
前
に
．
互
に
懇
親
の
意
味
で
、
茶
話
曾
を
聞
か
う
で
は

な
い
か
。
』
と
謂
ム
の
で
あ
っ
た
。

此
れ
も
人
の
好
い
糸
月
等
は
道
却
と
思
ふ
た
。
そ
う
し
て
、
茶
話
曾
の
費
用
は
、
全
部
糸
月
等
三
人
が
負
携
す
る
乙

主
に
決
っ
た
。

六

糸
月
と
野
巾
と
は
、
暫
く
皐
郡
を
離
れ
る
こ
と
が
、
如
何
に
も
名
残
b
惜
し
〈
、
打
ち
連
れ
だ
っ
て
木
枯
し
散
る
、

下
加
茂
紳
祉
の
殺
を
｛
立
り
、
比
叡
の
麓
、
長
珠
院
の
紅
葉
を
準
に
眺
め
て
、
松
ケ
枝
小
串
林
に
行
っ
た
o
そ
う
し
て

芝
海
敬
頭
に
暫
し
の
別
れ
を
告
げ
た
。
雨
人
の
眼
か
ら
は
一
慌
が
自
づ
と
膝
に
落
も
た
。

二
人
は
克
仁
小
串
林
の
門
を
く
む
っ
て
坂
を
降
り
、
す
「
其
所
の
庵
室
に
、
笠
満
信
正
の
師
範
で
、
同
信
正
に
克
つ

L
 

て
小
皐
林
長
の
名
義
を
持
た
れ
て
ゐ
る
掛
川
水
槽
大
信
正
を
訪
ね
た
。

鶴
の
如
く
痩
せ
た
上
品
な
七
十
幾
歳
の
積
水
御
庵
は
、
孫
の
如
き
糸
月
等
の
遁
よ
る
不
倒
な
談
を
温
顔
に
少
し
憂
を

雑
へ
て
、
痛
々
し
げ
に
聴
い
て
居
ら
れ
た
。

七

思

岨

冒

い

イ

れ

か

一
四
七



思

讐

い

づ

れ

か

一
四
人

乗
b
物
の
無
か
っ
た
往
復
五
旦
の
路
を
、
松
ケ
枝
か
ら
鯖
っ
て
来
た
糸
月
等
は
、
山
被
持
し
た
贈
を
、
夜
逝
く
な
っ

τ

吉
岡
を
加
へ
て
、
寂
し
3
告
別
の
宴
を
闘
い
た
。
そ
れ
は
お
決
り
の
焼
鍋
の
牛
肉
乞
、

一
所
に
つ
、
い
て
晩
餐
生
共
に

す
る
だ
り
で
あ
っ
た
。

し
h

，、，と弓

h
い

彼
等
は
殆
ん
ど
無
言
で
あ
っ
た
。
中
皐
林
の
消
燈
の
鈴
が
、
静
な
森
を
過
し
て
聞
へ
て
ゐ
た
。

折
し
も
、
念
が
し
〈
‘
用
品
を
蹴
る
足
一
音
が
聞
へ
て
、
障
子
の
外
か
ら
、
威
勢
好
き
大
撃
で
、

『
糸
月
等
三
人
ゐ
る
か
。
』

寺
ん
こ
っ
た
く
ま

と
、
呼
ん
で
、
荒
々
し
く
聞
け
て
入
っ
て
来
た
人
物
を
眺
む
れ
ば
、
丈
高
く
、
筋
骨
遅
し
く
、
元
気
に
満
も
た
三
十
歳

計
り
の
豪
傑
ら
し

3
信
、
然
も
片
手
に
一
升
徳
利
を
下
げ
て
ゐ
る
。

あ
H
M

糸
月
等
が
驚
き
逮
て
＼
ゐ
る
と
、

『
ア
川
、
、
』
と
笑
っ
て
、
又
一
人
入
っ
て
来
た
岩
が
あ
る
。
見
る
と
芝
海
教
頭

が
、
大
き
な
竹
の
皮
包
み
を
提
げ
て
立
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
た
。

『
一
樫
誰

r。』

と
、
糸
月
が
謂
う
と
、
吉
岡
、
が

『
君
遣
は
、
未
夜
、
初
め
て
い
、
あ
っ
た
ろ
う
。
此
の
方
が
、
笠
浦
信
正
の
御
法
弟
で
金
村
さ
ん
と
い
ふ
方
芦
よ
。
』

之
、
紹
介
す
る
と
、
糸
月
も
野
中
も
盆
φ

驚
い
て
挨
拶
は
し
た
も
の
、
、
何
の
矯
め
に
斯
の
人
還
が
、
今
頃
態
々
遣
っ



て
来
た
の
か
ご
心
中
に
訊
ツ
た
o
す
る
と
、
金
村
さ
ん
が
、

『
貨
は
な
！
君
達
二
人
が
今
月
松
ケ
枝
の
師
匠
を
訪
ね
て
、
休
息
・
し
て
故
郷
へ
蹄
る
と
い
ふ
て
、
暇
乞
を
し
た
そ
う

な
。
僕
遣
は
、
そ
れ
で
、
師
匠
か
ら
命
ぜ
ら
れ
て
、
君
遣
を
引
止
め
に
大
念
ぎ
に
や
っ
て
来
た
。
大
腫
君
達
は
何
の

魚
め
に
休
m
帯
す
る
の
に
、
先
皐
長
が
君
達
の
皐
力
を
、
二
年
級
相
営
L
』
確
認
し
た
か
ら
、
二
年
絞
に
編
入
し
た
迄
で

は
無
い
か
。
其
所
に
何
の
不
都
合
が
あ
る
。
好
し
又
其
所
に
議
論
の
除
地
が
あ
る
と
し
て
も
、
巳
に
其
の
総
て
の
責

任
を
先
皐
長
教
頭
等
が
負
ふ
て
齢
職
し
て
ゐ
る
で
は
無
い
か
。
辞
職
す
る
時
、
君
達
凶
人
は
二
年
級
に
其
の
ま
、
止

め
置
く
談
に
し
て
、
解
決
を
附
け
た
の
で
は
な
い
か
o
其
れ
ぞ
A
ー
に
な
っ

τ、
生
徒
が
叉
何
の
彼
の
と
前
日
出
す
な

ど
は
、
卑
劣
千
寓
の
行
錯
で
は
な
い
か
。
絶
品
到
に
休
皐
す
る
に
及
ば
ぬ
。
生
徒
が
斯
る
愚
劣
な
乙
と
で
騒
げ
ば
、
新

林
長
が
拠
っ
て
を
〈
筈
は
無
い
。
若
し
又
寓
一
、
林
長
が
生
徒
を
鎮
め
ぬ
な
ら
、
僕
遣
に
考
へ
が
あ
る
。
頚
に
掛
り

て
も
、
此
の
喧
嘩
な
ら
遣
っ
て
見
せ
る
。
た
と
へ
皐
林
が
つ
よ
れ
る
迄
も
君
達
を
負
け
さ
せ
は
せ
ぬ
。
断
じ
て
蹄
る

な
！
か
ま
う
も
の
か
、
何
と
生
徒
が
謂
は
ふ
が
、
知
ら
ね
顔
を
し
て
平
試
で
益
枝
し
て
を
れ
口
ま
ゐ
心
配
す
る
な
｜

ー
サ

1
飲
め
サ

1
飲
め
』

言
、
が
ぶ
つ
と
一
口
に
酒
を
飲
ん
で
、
盃
を
糸
月
に
差
し
つ
け
た
。
柴
海
敢
頭
は
持
っ
て
来
た
一
貫
目
近
く
も
あ
る
か

と
思
は
れ
る
竹
の
皮
包
の
牛
肉
を
、
其
所
に
瞭
げ
た
。

恩

讐

い

づ

れ

か

一
四
九



思

讐

い

づ

れ

か

一
五

O

念
に
部
屋
の
中
が
、
春
の
様
に
な
っ
た
。
糸
月
等
三
人
の
眼
か
ら
は
、
一
慌
が
は
ふ
り
落
も
℃
居
た
。

松
ケ
枝
の
汚
水
大
借
正
は
、
糸
月
等
が
踊
る
と
、
直
ャ
に
柴
海
敬
頭
営
召
ぴ
、
旨
を
言
以
含
め
て
西
陣
に
金
村
師
を

訪
は
せ
．
そ
う
し
℃
二
人
を
此
所
に
念
が
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

お

B

糸
月
等
は
汚
水
御
庵
の
深
い
情
け
を
怯
ふ
た
。
恩
師
芝
耐
敬
頭
の
弟
子
に
封
す
る
厚
い
愛
情
そ
想
ふ
た
。
笠
満
信
正

す

く

い

の
法
弟
に
し
て
同
時
に
肉
弟
た
る
此
の
金
村
師
の
情
義
に
強
い
救
援
を
心
か
ら
戚
謝
し
た
。
異
に
地
獄
で
備
に
遇
っ
た

戚
じ
で
あ
っ
た
。
が
、
然
し
叉
非
常
に
営
惑
し
た
。

糸
月
は
大
に
考
へ
た
。
然
し
彼
の
返
答
は
決
ま
っ
て
居
先
。
差
さ
れ
て
盃
’
T
干
し
て
金
村
附
に
一
巡
し
て
、
そ
し
て
口

を
開
花
。
『
御
雨
師
の
御
親
切
は
、
私
共
深
く
臆
に
銘
じ
て
、
終
生
忘
れ
得
泊
所
で
ゐ
る
。
殊
に
清
水
御
庵
の
御
心
慮
か
ら
と

承
は
っ
て
、

一
一
層
恐
縮
に
耐
へ
ぬ
次
第
で
あ
る
。
が
、
然
し
私
共
は
今
日
巳
に
畢
生
話
汀
と
、
休
皐
の
乙
と
や
誓
つ

た
の
で
あ
・
9
、
其
上
明
朝
蹄
間
前
和
解
の
立
味
の
茶
話
曾
ま
で
約
束
し
た
の
で
あ
る
。
御
親
切
を
無
に
す
る
乙
》
は
、

異
に
残
念
で
ゐ
b
ま
す
が
、
矢
張
・
9
私
共
の
初
の
方
針
通
り
、
許
し
て
戴
き
度
い
の
で
あ
h
ま
や
。
』

と
、
謂
ふ
を
終
ら
ず
、
金
村
師
は

「
ナ
－
一
、
畢
生
等
と
休
曲
学
の
約
束
を
し
た
。
殊
に
和
解
の
茶
話
曾
、
そ
ん
な
馬
鹿
な
こ
と
が
何
所
に
あ
る
。
そ
れ
で



は
此
の
方
か
ら
「
悪
う
ご
ま
い
ま
し
だ
』
と
謝
る
様
な
も
の
で
は
無
い
か
。
其
の
約
束
は
僕
達
か
ら
取
消
し
て
や
る
。

官
る
い
‘
、
己
遣
に
任
し
て
を
付
。
必
ず
善
い
様
に
し
て
見
せ
る
。
サ

1
飲
め
／
＼
』

盃
を
週
し
て
頻
り
に
三
人
に
勤
め
ら
れ
る
。
柴
海
数
頭
は
始
終
－
一
コ
／
＼
笑
っ
て
ゐ
た
が
、
飲
め
ば
泣
く
癖
の
あ
る
人

で
逐
に
泣
き
出
し
て
謂
ふ
た
。

『
僕
は
、
僕
は
、
松
ケ
枝
最
初
の
卒
業
生
と
し
て
の
君
遣
の
前
途
を
心
配
し
て
ゐ
る
。
所
が
今
度
の
事
件
．
笠
満
前

数
頭
は
最
早
此
所
に
居
ら
れ
ね
し
、
僕
遣
が
心
配
し
て
遺
ら
ね
ぽ
・
：
：
金
村
師
が
先
か
ら
謂
ふ
遁

br、
マ

1
任
し

て
く
れ
、
そ
う
断
言
し
て
く
れ
。
ナ

1
君
達
。
』

あ

つ

ひ

そ

，

‘

．

ま

と

ま

三
人
は
盆
冷
営
惑
し
た
。
そ
う
し
て
顔
た
褒
め
て
潜
々
協
議
し
た
。
然
し
糧
b
は
無
っ
た
。
糸
月
が
叉

『
御
厚
立
は
異
に
有
難
い
が
、
男
子
が
一
端
約
束
し
た
事
を
、
善
か
れ
悪
か
れ
取
。
消
す
誇
に
は
行
か
ぬ
。
そ
れ
に

貴
師
方
の
御
力
で
．
此
の
ま
、
、
在
皐
が
出
来
る
三
し
で
も
、
其
の
矯
め
畢
林
h
z
再
び
紛
擾
の
渦
中
に
陥
れ
る
と
想
は

与
也
’
u

ね
ば
な
ら
ぬ
。
三
人
の
名
血
管
の
縛
め
仁
、
七
十
幾
人
が
又
一
皐
期
な
b
ニ
皐
期
な
b
、
勉
強
を
し
損
な
う
と
い
ふ
事

は
、
徳
義
上
忍
ぺ
ぬ
所
三
思
以
ま
す
。
何
分
御
了
察
を
願
ひ
ま
す
。
』

と
、
詑
ぴ
る
が
如
〈
、
訴
ふ
る
が
如
く
、
擦
と
し
て
謂
ひ
放
つ
を
、
金
村
師
が

『
そ
れ
で
は
君
遣
は
除
b
勝
手
が
過
ぎ
は
せ
ぬ
か
。
能
く
考
へ
て
見
よ
。
巌
村
前
林
長
や
笠
満
法
見
等
が
犠
牲
に
な

忽

讐

い

づ

れ

か

五



思
岨
奮
い
づ
れ
か

五

っ
た
は
何
の
錦
め

r‘
そ
れ
で
は
君
遣
の
方
が
済
ま
ぬ
で
は
無
い
か
、
間
違
っ
た
約
束
を
取
消
す
位
。
か
何
充
、
君
等

音
ん
陪
ま

も
畢
丸
を
下
げ
て
居
る
で
は
無
い
か
。
そ
れ
に
見
よ
、
生
徒
等
は
親
切
そ
う
に
謂
ふ
て
も
、
君
山
述
を
証
す
の
だ
。
馬

鹿
を
観
る
ぞ
。
』

金
村
師
の
顔
は
赤
熱
し
、
眼
は
血
走
っ
て
見
え
た
。
芝
海
4
F
頭
も
悲
痛
な
面
持
で
、
幾
度
も
／
＼
繰
返
し
決
心
を
促
し

た
。
三
人
は
絶
体
絶
命
ご
な
っ
た
。
進
ま
ん
か
、
恩
師
等
に
不
孝
、
義
人
の
情
を
無
に
す
る
。
退
か
ん
か
、
約
束
を
破

骨
は

る
、
再
び
騒
擾
を
招
〈
、
進
退
全
〈
谷
ま
っ
た
o
凄
批
の
無
言
が
績
付
ら
れ
た
。

糸
月
は
、
生
れ
て
初
め
て
此
の
様
な
つ
ら
い
責
め
木
に
か
、
っ
た
。
『
世
の
中
は
異
に
勢
い
も
の

rナ
1
』
と
熟
々
思

ふ
て
心
中
に
泣
い
た
。
然
し
「
此
所
が
大
事
だ
情
に
殉
じ
て
は
な
ら
ぬ
。
』
と
無
理
に
心
を
踊
ま
し
て
、

『
何
と
申
さ
れ
て
も
今
川
の
場
合
、
思
師
等
に
不
孝
の
罪
を
遁
る
、
途
は
ゐ
’
り
ま
せ
ん
。
其
の
代
、
り
、
他
H
必
ず
今

日
の
御
恩
に
、
報
ゆ
る
時
を
作
っ
て
見
せ
ま
す
。
何
卒
是
非
今
晩
は
こ
れ
で
御
容
赦
を
願
い
ま
す
。
』

庫
は
全
〈
白
ら
げ
て
終
っ
た
。
議
論
は
猶
幾
度
も
繰
ら
返
さ
れ
た
。
然
し
そ
れ
は
同
じ
乙
と
で
、
互
に
何
の
効
も
無
か

っ
た
。
大
分
飲
ん
だ
酒
も
一
向
酔
ふ
者
も
無
か
っ
た
。
遂
に
四
時
の
時
計
が
鳴
っ
た
。
金
村
師
Z
芝
海
師
と
は
起
も
上

つ
だ
。
金
村
師
が

「
そ
れ
で
は
踊
る
。
君
患
の
随
意
に
遣
れ
。
三
人
共
充
分
身
健
を
愛
し
て
く
れ
。
邪
魔
を
し
た
ナ

1
』



市
戸
」
謂
ふ
融
悼
の
一
長
に
も
熱
い
情
が
寵
っ
て
わ
た
。
芝
海
敢
頭
の
眼
に
も
涙
が
光
っ
て
居
先
。
二
人
の
姿
は
ま
だ
薄
闘
い
朝

霧
の
中
に
約
加
え
た
。

や
が
て
、
夜
が
舎
一
く
明
け
放
れ

τ、
取
り
乱
し
た
部
屋
の
中
に
、
三
人
の
顔
に
は
盆
ιγ

悲
痛
の
色
が
見
え
た
。

J¥ 

八
時
の
約
束
の
茶
活
曾
の
時
聞
が
来
た
。
三
人
は
詮
方
無
く
、
半
ば
屠
所
に
曳
か
る
＼
羊
の
思
ひ
で
、
串
林
の
講
堂

に
臨
ん
だ
。

茶
話
合
同
の
合
抑
制
は
、
講
堂
正
面
右
側
の
二
聞
を
打
遁
し
て
、
ア

1
プ
y
e
e
馬
蹄
形
に
並
べ
て
設
げ
ら
れ
て
居
た
。
物

ι
干
し
く
個
々
に
生
菓
子
が
盛
ら
れ
、
茶
呑
茶
碗
の
外
に
、
硝
子
の
カ
ッ
プ
も
添
へ
、
所
々
仁
士
瓶
と
香
鼠
葡
鋪
酒
の
場

ま
で
が
立
っ
て
む
た
。

や
が
て
べ

Y
が
勇
ま
し
く
鳴
っ
て
、
七
十
飴
人
が
ず
ら
h
vと
着
席
し
た
。
皆
喜
色
．
か
顔
に
見
え
て
居
わ
い
。
糸
月
等
三

人
は
導
か
れ
て
、
左
側
真
ん
中
退
に
並
ん
で
着
服
し
た
。

司
曾
者
が
開
曾
の
併
を
般
粛
に
述
ぺ
終
る
と
、
減
場
大
叫
菜
の
巾
に
、
正
面
中
央
席
の
五
年
級
の
首
席
鬼
頭
鶏
林
君

炉
、
威
風
堂
々
さ
長
艇
を
つ
き
立
て
、

『
生
等
本
皐
林
生
七
十
除
名
は
、
本
年
五
月
以
三
百
飴
日
の
問
、
横
呆
極
ま
る
前
職
員
幹
部
と
戦
以
、
随
分
話
戟
苦

恩

讐

い

づ

れ

か

一
五
三



思

鱒

い

づ

れ

か

一
五
四

闘
を
つ
℃
け
だ
が
、
異
聞
は
邪
仁
加
搭
せ
十
、
邪
は
遂
に
正
に
勝
た
ず
、
我
等
堅
き
同
結
の
義
軍
の
局
地
め
に
、
敵
軍

は
悉
く
減
首
の
刑
を
見
る
に
到
っ
た
。
然
し
乍
ら
、
前
幹
部
の
偏
郎
な
る
愛
に
依
っ
て
、
二
年
級
に
納
入
せ
ら
れ
て

億
倖
を
得
て
居
先
＝
－
、
四
の
者
、
が
、
猶
其
優
に
残
っ
て
平
然
と
し
て
今
日
比
到
・
9
、
生
等
甚
遺
憾
に
耐
へ
無
か
っ
た
の

で
あ
る
が
、
此
れ
も
今
日
自
ら
顧
み
て
営
分
休
皐
す
る
事
ご
な
b
、
弦
に
生
等
は
、
最
後
の
凱
歌
を
血
中
ぐ
る
に
到
つ

た
の
は
、
満
場
の
諸
君
と
共
に
鹿
賀
民
耐
へ
ぎ
る
次
第
で
あ
る
：
：
：
。
』

し
忌

と
、
辿
ぺ
た
。
糸
月
は
『
終
っ
た
。
遺
ら
れ
た
。
』
と
驚
い
た
。
『
ま
さ
か
』
と
思
ふ
て
居
た
野
中
と
吉
岡
の
顔
色
が
す

ツ
ミ
青
く
な
っ
た
。
鳴
龍
英
洲
君
、
嶋
谷
洋
制
対
、
植
村
静
遠
君
等
の
秀
才
達
が
、
交
々
立
っ
て
ξ
れ
ん
＼
に
気
炎
を

畢
げ
た
D

そ
の
度
毎
に
叫
菜
が
奉
っ
た
。
赤
木
秀
典
汁
が
立
っ
た
。

『
遺
恨
十
年
一
向
酬
を
研
く
、
生
等
七
寸
除
名
は
、
暴
民
な
る
前
撃
長
敢
頭
等
の
矯
め
に
・
：
：
：
：
」

大
崎
菜
が
叉
績
り
ら
れ
た
。
糸
月
は
最
早
度
胸
を
決
め
た
。
何
と
か
挨
拶
を
辿
J

へ
て
善
立
の
復
簡
で
も
と
忠
ム
た
。
が

彼
の
因
循
の
性
質
は
其
れ
ち
還
に
出
来
無
か
っ
た
。
然
し
心
中
に
は
、

『
掃
し
、
面
白
い
、
幾
ら
で
も
遣
れ
、
不
宵
乍
ら
己
は
決
華
経
中
に
ち
常
不
軽
品
の
信
者
行
者
だ
ぞ
。
韓
信
な
ら
一

人
だ
が
、
己
は
百
人
で
も
、
千
人
で
も
、
幾
ら
で
も
股
を
く
立
っ
て
見
せ
る
o
人
を
見
損
な
ふ
な
よ
、
然
し
掛
る
痴

つ
ま

少
な
出
来
事
に
、
微
塵
色
貴
対
等
を
恨
む
様
な
、
愚
ら
白
人
物
で
は
無
い
ぞ
‘
有
難
い
、
有
難
レ
、
至
心
に
信
子
る



不
軽
口
m
は
、
吐
曾
に
立
っ
て
役
立
つ
と
思
ム
℃
ゐ
た
が
、
此
れ
は
単
純
な
曲
学
校
生
活
に
も
、
早
や
大
な
る
救
い
に
預

っ
て
非
常
な
功
果
を
見
せ
て
戴
い
た
。
近
く
仁
在
す
南
無
稗
迦
牟
尼
如
来
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
』

糸
月
の
眼
か
ら
は
、
戚
激
の
涙
が
ポ
ロ
／
｛
＼
と
落
も
た
。
彼
は
野
中
と
吉
岡
の
心
中
を
限
b
な
〈
不
慨
に
思
ふ
た
。
そ

う
し
て
隣
席
を
見
力
。
然
し
二
人
の
委
は
何
時
の
間
に
か
消
え
て
居
た
。

誰
か
美
殻
揮
で
詩
吟
を
初
め
た
。
其
れ
に
合
せ
て
誰
れ
か
官
、
刀
を
持
っ
て
児
嶋
高
徳
を
舞
っ
た
。

つ
ぎ

F
iに
代
つ

て
詩
が
吟
ぜ
ら
れ
、
初
舞
が
舞
は
れ
た
。
附
一
々
轟
々
場
が
乱
れ
初
め
た
。

や
が
て
閉
令
の
鮮
が
宣
せ
ら
れ
、
破
る
、
、
如
き
「
寓
歳
』
の
三
唱
が
、

一
同
と
糸
月
と
の
唱
和
に
よ
っ
て
奉
げ
ら
れ

ア2
0 

糸
月
は
、
ご
一
人
n
T
の
茶
菓
チ
を
快
に
し
て
、
一
長
路
か
ら
走
っ
て
彼
等
の
部
屋
仁
踊
っ
た
。
そ
う
し
て
驚
い
た
。

吉
岡
と
野
中
と
は
、
頭
か
ら
蒲
闘
を
被
っ
て
、
融
坪
を
揚
げ
て
泣
い
て
居
先
。
此
れ
を
観
た
糸
月
も
、

一
時
に
涙
が
止

め
度
も
無
く
出
た
o
そ
う
し
て
胸
が
痛
く
な
っ
た
。
蒲
閤
を
引

3
剥
い
で
、

二
人
の
前
に
手
そ
着
い
て
、

『
勘
忍
し
て
く
れ
、
勘
忍
し
℃
く
れ
。
伎
が
悪
か
っ
た
。
君
等
に
封
し
て
徐
’
り
に
残
酷
で
あ
っ
た
。
』

と
謝
っ
た
。
吉
岡
が
謂
ム
カ
。

『
否
や
、
僕
蓬
は
ま
だ
若
い
か
ら
、
斯
ん
な
苦
労
を
嘗
め
内
事
が
無
っ
た
。
汁
一
人
の
所
鋳
で
は
無
い
』

思

簿

い

イ

れ

か

一
五
五



恩

笹

い

づ

れ

か

一
五
六

三
人
は
又
泣
い
た
。
そ
う
し
て
来
春
の
再
合
併
」
誓
う
た
。
糸
川
左
野
中
と
は
、
念
い
で
行
季
を
縛
っ
た
。
迎
へ
の
悼
が

来
て
、
糸
月
は
先
に
出
接
し
た
。

夕
陽
が
、
斜
に
琵
琶
湖
の
面
を
照
し
て
、
時
に
比
良
の
山
仁
茂
せ
ん
と
す
る
頃
、
糸
月
は
米
原
躍
に
着
い
た
。

北
陸
線
の
終
列
車
は
巳
に
出
殺
し
た
後
で
あ
っ
た
。
彼
の
頭
の
中
は
、
朝
か
ら
の
光
景
で
一
ぱ
い
で
あ
っ
た
。
僚
儀

無
く
騨
前
の
族
館
に
泊
っ
て
、
二
階
か
ら
湖
面
を
眺
め
℃
、

テ

ラ

ツ

ラ

男
子
立
ν
志
出
ニ
郷
関
一

前
途
遼
遠
鶴
雁
暗

骨
て
作
っ
た
費
え
の
無
い
詩
の
真
似
を
し
て
即
吟
し
た
。

不
レ
園
今
日
活
二
厄
難
一

夕
陽
崎
川
ν

技
術
一
湖
畔
一

彼
が
、
越
前
の
寺
に
踊
っ
て
三
H
目
、
徳
嶋
仁
腸
ム
リ
着
い
た
野
中
か
ら
手
紙
が
着
い
た
。
痛
ま
し
い
文
句
が
連
ね
ら

れ
て
む
た
。
其
の
終
b
に

濡
れ
衣
を
き
っ
、
鳴
戸
の
演
千
鳥
泣
〈
も
み
や
こ
の
空
を
眺
め
て

わ
が
乙
、
、
ろ
知
る
や
知
ら
ず
や
同
窓
の
友
よ
来
ん
春
待
も
て
知
れ
と
や

糸
月
は
、
手
紙
を
顔
に
押
し
嘗
て
、
泣
い
た
。

（
終
り
）


